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注 意 事 項 

  １．試験開始の指示があるまで問題を開かないこと。 

   ２．解答用紙指定欄に受験番号、氏名を記入すること。 

   ３．解答は解答用紙の解答欄に記入すること。 

   ４．問題用紙（６ページ）、解答用紙（１枚（両面））を試験開始後 

すぐに確認すること。 

      ５．問題用紙の印刷不鮮明、ページの落丁・乱丁及び解答用紙の 

汚れ等に気付いた場合は、監督者に知らせること。 
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一般選抜Ａ 数 学（数学Ⅰ） ６０分 

（    ～    問，全問必答） 

 

x の２つの不等式①，②について考える。ただし，a は実数で，a >1 とする。 

𝑥2 − 2𝑥 − 15 < 0 … ① 

𝑥2 − 𝑎(𝑎 + 1)𝑥 + 𝑎3 < 0 … ② 

次の     を埋めなさい。 

(1) 𝑥2 − 2𝑥 − 15 を因数分解すると， (ア)        である。 

(2) 不等式①を解くと， (イ)        である。 

(3) 𝑥2 − 𝑎(𝑎 + 1)𝑥 + 𝑎3 を因数分解すると，a を用いて  (ウ)        _

となる。 

(4) a  (エ)    a2 である。※ (エ) には，「<」か「>」のいずれかを入れること。 

このことから、不等式②を解くと，a を用いて  (オ)        となる。 

不等式②の解が，すべて不等式①の解に含まれるとき，a の範囲を求めると， 

a >1 を考慮して  (カ)        となる。 

 

  

１ 

１ ５ 
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    次の     に当てはまるものを，下の A，B，C，D のうちから一つずつ選びなさい。 

ただし，x，y は実数とする。また、同じものを繰り返し選んでもよい。 

A：必要十分条件である 

B：必要条件であるが，十分条件ではない 

C：十分条件であるが，必要条件ではない 

D：必要条件でも十分条件でもない 

(1) △ABC が正三角形であることは，△ABC が直角三角形であるための 

 (ア)      。 

 

(2) 𝑥2 = 6 であることは，𝑥 = −√6 であるための  (イ)      。 

 

(3) (𝑥 − 3)2 + (𝑦 − 3)2 = 0 であることは，𝑥 = 𝑦 = 3 であるための  (ウ)      。 

 

(4) | 𝑥 | < 2 であることは，| 𝑥 | < 3 であるための  (エ)      。 

 

 

  

２ 
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AB＝5，BC=8，∠ABC=90° の直角三角形 ABC がある。動点 P は，点Ａから出発して辺 AB

上を毎秒 1 の速さで点 B に向かって進み，動点 Q は，点 B から出発して辺 BC 上を毎秒 2 の

速さで点 C に向かって進む。 

動点 P，Q は同時に出発し，出発してからの時間を t 秒とする。P または Q のどちらかが先に

目的点まで到達したとき，２つの動点の運動は終わるものとする。 

(1) t の範囲は，0 ≦ 𝑡 ≦  (ア)      である。 

(2) BP，BQ を t の式で表すと， 

BP=  (イ)       ，BQ=  (ウ)       である。 

(3) 線分 PQ の長さをℓとする。ℓの最小値を求めたい。まず，ℓ2
 の最小値を求める。 

ℓ2を t の式で表すと，三平方の定理からℓ2 =  (エ)        である。 

よって，(1) の範囲の t について，ℓ2
 は，t =  (オ)      で 

最小値  (カ)      をとる。 

ℓ>0 より，ℓ2
 が最小となるときℓも最小となる。 

ゆえに，ℓは，t =  (キ)      で最小値  (ク)      をとる。 

  

３ 
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（1）三角比の値を求め，次の表を完成させなさい。 

θ 0° 30° 45° 60° 90° 120° 135° 150° 180° 

sinθ          

cosθ          

tanθ          

 

（2）右図において，△OBA が１辺の長さが 8 の正三角形

のとき，点 A の座標を求めよ。その際には，途中経過

も記述すること。 

 

 

 

 

 

（3）右図のように，x 軸の正の向きとなす角が 60°で，

原点を通る直線の方程式を求めよ。その際には， 

根拠をタンジェントの特性を含めて述べること。 
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次の表は，ある年のインフルエンザ疾患による休校および学級閉鎖の状況を４週間ごとにまとめ

たものである。この報告期間を第１期，第２期，・・・，第９期と呼ぶものとする。なお，この表

の学校数は，のべ数である。たとえば，同じ学校で第１期の１週目と２週目に学級閉鎖の報告を

行った場合，１週目で１校，２週目でも１校と数えている。 

 

 休校 学級閉鎖 報告期間 

第１期 0 8 9 月 1 日 ～ 9 月 28 日 

第２期 0 24 9 月 29 日 ～10 月 26 日 

第３期 0 39 10 月 27 日 ～11 月 23 日 

第４期 6 87 11 月 24 日 ～12 月 21 日 

第５期 3 94 12 月 22 日 ～ 1 月 18 日 

第６期 253 13,294 1 月 19 日 ～ 2 月 15 日 

第７期 327 16,699 2 月 16 日 ～ 3 月 15 日 

第８期 53 1,795 3 月 16 日 ～ 4 月 12 日 

第９期 47 518 4 月 13 日 ～ 5 月 10 日 

(1) この表から確実に読み取れることについて，正しいものには「〇」を，正しくないものには

「×」をつけなさい。 

① 第６期と第７期で学級閉鎖を行ったのべ学校数は，第１期から第９期において 

学級閉鎖を行ったのべ学校数のうち，90%以上を占める。 ：  (ア)     _ 

②         の値が最大となっているのは，第９期である。 ：  (イ)     _ 

③ インフルエンザにかかった児童・生徒数は，第７期が最も多い。 ：  (ウ)     _ 

(2) (1)とは別に，上の表から読み取れることについて，異なる観点で２点選び，文章で述べなさい。

ただし，１つは「最頻値」に関して述べること。 

  (エ)                          _ 

  (オ)                          _ 

 

５ 

単位：校 

（休校数） 

（学級閉鎖学校数） 
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